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スマホ
からも
ご覧いただけます！

吉田チェリーちゃんのトリミング中です！
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構成決まる
小国町議会議長

安部　春美

議長あいさつ

　

現
在
日
本
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
、

頻
発
す
る
災
害
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
地
方
自
治
体
に
は
先
を
見
据
え
た
効

果
的
な
対
策
が
、
そ
し
て
地
方
議
会
に
は
そ
の
運
営
を
監
視
し
つ

つ
も
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
議
会
で
は
、
町
民
の
方
々
と
の
意
見
交
換
等
の
場

を
通
し
て
、
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。
町
づ
く
り

を
確
か
な
方
向
に
導
く
た
め
に
も
、
こ
の
こ
と
を
継
続
し
、
町
民

の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
開
か
れ
た
議
会
、
町
民
に
寄
り
添
え
る

議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
経
済
は
復
活
に
向
け
大
き
く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
の
経
済
活
動
を
支
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
で
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
町
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小国町議会副議長

遠藤　和彦

副議長あいさつ

　

議
長
の
補
佐
役
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
の
山
積
す
る
課
題
に

全
力
で
取
り
組
み
、
町
民
の
負
託
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
く
と

と
も
に
、
町
民
の
関
心
が
よ
り
高
ま
る
よ
う
、
開
か
れ
た
透
明
感

の
あ
る
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
と
語
る
会
や
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

等
を
通
し
て
、
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
町
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
幸
せ
づ

く
り
の
た
め
の
議
論
と
活
動
こ
そ
が
議
会
の
本
務
で
あ
る
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
議
員
と
し
て
、
行
政
を
監

視
し
、
ま
た
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
と
心
を
合
わ
せ
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ひこかず あ べ はる み
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新 議長・副議長
各委員会

文教産建常任委員会
広聴広報常任委員会

◆
監
査
委
員

石
　
山
　
久
美
子
　

任
　
期

令
和
5
年
5
月
1
日
〜

　
　
令
和
9
年
4
月
29
日

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
会
議
規
則
、

委
員
会
に
関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
事
項
　
等

総
務
企
画
課
、
税
務
課
、
町
民
課
、
健
康
福
祉
課
、

病
院
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
人
保
健
施

設
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
他
の
常
任

委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

産
業
振
興
課
、
農
林
振
興
課
、
地
域
整
備
課
、

教
育
委
員
会
、
農
業
委
員
会

議
会
の
広
聴
広
報
に
関
す
る
事
項

　
　
安
　
部
　
春
　
美

　
　
遠
　
藤
　
和
　
彦

　
　
小
　
関
　
和
　
好

議
　
運
　
伊
藤
　
弘
行

監
　
査
　
柴
田
　
伸
也

　
　
　
　
石
山
久
美
子

議会運営委員会
◆委 員 長　小関　和好
◆副委員長　間宮　尚江
◆委　　員　遠藤　和彦　
　　　　　　渡邊　重信
　　　　　　伊藤　弘行

◆委 員 長　渡邊　重信
◆副委員長　石山久美子
◆委　　員　髙野　健人
　　　　　　遠藤　和彦
　　　　　　小林　　嘉

◆委 員 長　伊藤　弘行
◆副委員長　石山久美子
◆委　　員　柴田　伸也・間宮　尚江
　　　　　　小関　和好・遠藤　和彦

◆委 員 長　間宮　尚江
◆副委員長　柴田　伸也
◆委　　員　小関　和好
　　　　　　伊藤　弘行
　　　　　　安部　春美

総務厚生常任委員会

所
管

所
管

所
管

所
管

置
賜
広
域

　
行
政
事
務
組
合

　
　
　
議
会
議
員

西
置
賜
行
政
組
合

　
　
　
議
会
議
員
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物価高騰 生活支援 

契
約
関
係

主
な
条
例
改
正

■
町
道
湯
沢
長
者
原
線
　
道
路
災
害

　
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
い
て

　
小
国
開
発
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
柿
崎
　
清

5
8
，3
0
0
，0
0
0
円

　
　
令
和
5
年
10
月
27
日
完
成
予
定

■
町
道
市
野
々
黒
沢
峠
線
道
路
災
害

　
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
い
て

　
山
和
建
設
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
井
上
　
孝

7
2
，6
0
0
，0
0
0
円

　
　
令
和
5
年
9
月
29
日
完
成
予
定

■
小
国
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

要
旨　

介
護
保
険
料
の
減
免
特
例
処

置
の
延
長

小
国
町
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
臨
時
会
が
行
わ
れ
た
。

正
副
議
長
の
選
出
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
が
構
成

さ
れ
た
。

生
活
支
援
、
他
の
予
算
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
全
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
た
。

主な補正予算

生活支援

新型コロナワクチン接種
　医療関係者及び高齢者分

５
月
臨
時
議
会
あ
ら
ま
し

マイナポイント付与
◆マイナポイント申告手続支援業務（期限延長）

◆新型コロナウイルスワクチン接種等業務

……３９５万円

……２５５０万円

……３５０万円

……２２３７万円

◆住民税非課税世帯等に対する
　臨時特別給付金（３万円）

◆子育て世帯生活支援特別給付金（５万円）

５月１日 臨時会

Ｒ５

１
月
臨
時
議
会

５
月
臨
時
議
会

２
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
議
会

３
月
定
例
議
会

議
会
議
員
選
挙

この期間の報告

 

臨　時　会
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6
月
定
例
会
は
6
月
5
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
、
特
別
会
計
等
補
正
予
算
9
件
、
条
例
制
定
2
件
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
財
産
の
取
得
2
件
が
一
括
上
程
さ
れ
た
。

ま
た
、
※

繰
越
明
許
費
等
に
関
す
る
報
告
、
専
決
処
分
1
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
般
質
問
は
5
名
が
登
壇
し
町
政
を
質
し
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
追
加
議
案
と
し
て
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
人
事
案
件
が
追
加
さ
れ
た
。

全
議
案
賛
成
多
数
と
し
定
例
会
を
閉
じ
た
。

主な補正予算
◆燃料、物価高騰補助
　福祉施設等原油物価高騰対策緊急支援
　
　指定管理施設電気燃料高騰負担金
　　斎　　場
　　観 光 等
　　体育施設

……９３５万円

…………………………５６万円
………………………５７２万円
………………………２２２万円

◆施設維持管理委託料（林道災害復旧工事等）
……２０５０万円

◆支援事業
　地域経済活性化支援事業（プレミアム商品券２０％増し）

　省エネ設備導入支援事業　
……８００万円

◆教育費
　学校給食支援事業
　小国小・小国中・叶水小中網戸設置

　文化部活動地域移行
　高齢者体育室等床材改修

………………103万円

……120万円
……………１００万円

……１９８０万円

……１０００万円

6月定例会

繰越し予算で災害復旧継続

◆
人
事
案
件

　

監
査
委
員
選
任

　
　
緑
　
町
　
伊
藤　

幸
治

　

農
業
委
員
任
命

　
　
　
西
　
　
大
谷　

健
人　
　

　

町
　
原
　
小
嶋　
　

剛　
　

　

大
石
沢
　
山
口　
　

満　
　

　

若
　
山
　
舟
山　

孝
夫　
　

　

小
　
渡
　
金　
　

敦
子（
新
）

　
　
小
　
股
　
安
部　
　

茂　
　

　
小
玉
川
　
横
山　

隆
藏（
新
）

6月定例会
あらまし

問 

繰
越
明
許
費
と
は

答
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
、
性

質
上
、
そ
の
年
度
内
に
支
出
が
終

わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
を
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
本
年
度
会

計
と
は
別
会
計
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

ち
ょ
こ
っ
と
解
説

特集へ
令和４年度に予算化したが実施できなかった災害
復旧などの事業については、予算を令和５年度に
繰り越し、実施します。

た
だ

P7

定　例　会
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契
約
関
係

主
な
条
例
改
正

■
町
道
郷
土
の
森
五
味
沢
線
　

道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
山
和
建
設
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
井
上
　
孝

　
　　　　9
6
，8
0
0
，0
0
0
円

　
令
和
5
年
12
月
15
日
完
成
予
定

■
小
国
町
一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

要
旨
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
感
染
症
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
手
当
を
廃
止

■
小
国
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

要
旨
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ア
ス
モ
内
に
移
転

請
　
願

◆
国
に
対
し
、
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
の
延
期
・
見
直
し
を
求

め
る
陳
情

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え
る

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
会　

阿
部　

伸　

◆
人
道
的
見
地
か
ら
、
沖
縄
防

衛
局
に
よ
る
「
沖
縄
本
島
南

部
か
ら
の
埋
め
立
て
用
土
砂

採
取
計
画
」
の
断
念
を
国
に

要
請
す
る
こ
と

　

沖
縄
に
応
答
す
る
会
＠
山
形

代
表　

漆
山
ひ
と
み　

陳
　
情

■
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
　
一
台

　
　
　　　　5
1
，9
5
0
，7
0
0
円

　
昭
和
建
機
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
石
川
　
清

■
消
防
車
両

　
軽
四
輪
小
型

　
　
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
　
一
台

　
　
　
　　　　7
，2
3
0
，0
1
0
円

　
株
式
会
社
長
谷
川
ポ
ン
プ
製
作
所

　
　
代
表
取
締
役
　
長
谷
川
　
順
一

◆
請
願
者
　

　

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　
　
　
　

若
林　

英
毅

　

山
形
お
き
た
ま

　

農
協
農
政
対
策
本
部

　
　
　
　

本
部
長　

若
林　

英
毅

件
名　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
見
直
し
に
関
す
る
請
願
に
つ

い
て

　

紹
介
議
員　

間
宮　

尚
江　

要
旨　

将
来
に
わ
た
り
国
民
へ
安

定
的
に
食
料
を
供
給
し
て
い
く
た

め
に
、
多
岐
に
わ
た
る
基
本
法
の

見
直
し
に
際
し
、
生
産
現
場
の
声

と
し
て
国
に
対
し
強
力
に
働
き
か

け
る
こ
と
。

　

審
査
結
果　

全
員
一
致
で
採
択

意
見
書
提
出　

食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出

財
産
の
取
得

定　例　会
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特
集

続
く
災
害
復
旧

復旧中の種沢地区の沢田川

大平峠大石沢災害現場

大平峠線大石沢側災害現場

林道横根山線災害現場

こ
の
ほ
か
に
も

　復
旧
事
業
が
進
み
ま
す
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一般質問とは

間 宮 尚 江 議員

１　豪雨、豪雪によるライフ
ラインの確保について
２　沼沢地区における旧工場
地早期撤廃について

９ページ

小 林　 嘉 議員

１　JR米坂線の復旧について
２　米坂線運休が及ぼす影響
とその対策について

１２ページ

小 関 和 好 議員

災害から学んだことは

１１ページ

渡 邊 重 信 議員

小国町の6次産業について

１０ページ

石 山 久美子 議員

災害への対応について

１３ページ

議員が町長などの執行機関に対し行財政全般にわたり、実務の執行状況や

将来の方針などについて、所信や疑問を質し、報告や説明を求めることを言います。

小国町議会での質疑は、答弁も含め1人60分以内です。

本会議及び一般質問の内容は、インターネットで
録画をご覧いただけます。
http://www.oguni-town.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_days_list&gikai_id=127

町の考えを問う
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間宮尚江議員
ま みや ひさ え

●
断
水
・
停
電
時
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保

断
水
時
の
対
応
は

間
宮　

災
害
に
よ
る
断
水

に
困
窮
し
た
地
区
へ
の
対

応
と
停
電
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
予
防
伐
採
に
つ

い
て
伺
う
。

電
力
と
水
の
重
要
性
を
実
感

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
地
形
や
水
脈
な

ど
の
自
然
条
件
を
見
極
め
、

優
良
な
水
源
地
を
求
め
、

合
理
的
な
配
水
池
を
設
置

し
て
給
水
し
て
き
た
。

　

今
般
の
災
害
で
は
、
業

者
の
協
力
に
よ
り
道
路
補

修
と
水
道
復
旧
を
同
時
に

対
応
し
て
き
た
。
複
数
の

施
設
が
同
時
に
被
災
し
た

場
合
、
対
応
の
優
先
度
を

合
理
的
に
判
断
し
て
い
く
。

　

電
力
供
給
に
つ
い
て
は

町
道
や
林
道
沿
線
で
倒
木

が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
地
権
者
と
の
協
議
を

進
め
な
が
ら
予
防
的
に
伐

採
し
断
線
の
未
然
防
止
を

図
る
。

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
復

旧
対
応
は

間
宮　

老
朽
化
の
現
状
の

把
握
、
復
旧
修
繕
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長　

収
支
の

均
衡
を
図
り
な
が
ら
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
。

予
防
伐
採
を
早
期
に

間
宮　

当
初
予
算
で
予
防

伐
採
の
予
算
が
計
上
さ
れ

承
認
し
た
が
、
進
捗
状
況
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
地
権
者

と
の
話
し
合
い
は
。

建
設
管
理
主
幹　

南
部
の

長
者
原
内
川
線
は
所
有
者

に
よ
る
伐
採
が
完
了
し
て

い
る
。
北
部
の
3
路
線
で

は
、
今
後
所
有
者
調
査
を

行
い
進
め
て
い
く
。

間
宮　

林
野
庁
の
掲
げ
る

※
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設

周
辺
森
林
整
備
」
を
創
設

し
た
他
の
自
治
体
を
参
考

に
早
期
に
予
防
伐
採
終
了

の
結
果
を
望
む
。

●
旧
工
場
地
早
期
撤
廃

住
民
の
声
は
届
い
て
い
る
か

間
宮　

沼
沢
地
区
の
旧
工

場
地
周
辺
の
、
20
年
に
も

及
ぶ
景
観
や
危
険
性
に
つ

い
て
、
い
か
が
お
考
え
か
。

早
期
撤
去
を
継
続
的
に
指
導

町
長　

県
と
と
も
に
立
ち

入
り
調
査
や
同
社
か
ら
の

聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。 　

県
に
対
し
重
要
事
業
要

望
と
し
て
強
力
な
指
導
や

勧
告
に
向
け
た
要
望
を
続

け
て
い
る
。

間
宮　

土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
な
っ
て
い
る

が
、
緊
急
点
検
は
し
て
い

る
の
か
。

建
設
管
理
主
幹　

年
に
１

度
実
施
し
て
い
る
。

間
宮　

部
分
的
に
で
も
進

め
、
早
期
解
決
を
望
む
。

町
長

町
長

一 般 質 問

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

地
域
整
備
課
長

建
設
技
術
主
幹

建
設
技
術
主
幹

●断水・停電時の
　ライフラインの確保を
●沼沢地区における旧工場地
　早期解決を

※
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
施

設
周
辺
森
林
整
備
」
…

道
路
や
送
配
電
線
な
ど

の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
施

設
周
辺
森
林
に
つ
い
て
、

市
町
村
等
、
森
林
所
有

者
、
施
設
管
理
者
が
協

定
を
締
結
し
、
森
林
整

備
を
行
い
、
災
害
の
未

然
防
止
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
に
対
し
て
林
野

庁
が
支
援
す
る
も
の
。

南部地区　倒木による停電発生
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まるごとブランド構想の
課題解決に向けて

町
の
六
次
産
業
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か

渡
邊　

町
長
の
掲
げ
た
小

国
町
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

構
想
に
向
け
て
、
本
町
の

農
林
水
産
業
で
、
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く

の
良
い
素
材
を
活
か
す
二

次
産
業
が
本
町
に
は
少
な

い
。

　

山
菜
や
漬
物
の
加
工
場

も
あ
る
が
、
生
産
者
や
収

穫
し
た
一
部
の
方
々
の
利

用
に
止
ま
り
生
産
が
上
が

ら
な
い
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
産
業
の
発
展
と
継
続

性
は
見
込
め
る
の
か
。

「
次
代
の
し
ご
と
」
を
生

み
出
す

町
長　

豊
富
な
資
源
を
活

用
す
べ
く
関
係
団
体
を
中

心
に
「
小
国
ま
る
ご
と
農

商
工
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」
で
組
織
化
し
加
工
基

盤
の
整
備
や
技
術
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
地
域
資
源

に
磨
き
を
か
け
た
「
次
代

の
し
ご
と
」
を
生
み
出
す

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
継
続

的
に
取
組
む
。

町
内
の
売
る
も
の
が
不
足

渡
邊　

素
材
を
売
る
だ
け

で
は
年
間
の
仕
事
と
し
て

は
続
か
な
い
。
付
加
価
値

の
あ
る
商
品
づ
く
り
、
生

産
量
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
。
課
題
の
整
理
は
出
来

て
い
る
の
か
。

地
域
総
合
商
社
へ
期
待
す

る町
長　

二
次
産
業
に
取
り

組
む
方
々
も
増
え
て
い
る

が
、
単
体
の
活
動
が
中
心

で
あ
る
。

　

小
規
模
事
業
者
の
後
継

者
、
人
材
不
足
が
大
き
な

課
題
。
ま
た
保
健
所
対
応

の
設
備
投
資
、
加
え
て
イ

ン
ボ
イ
ス
の
導
入
も
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　

そ
の
為
に
も
、
地
域
総

合
商
社
へ
の
期
待
は
大
き

い
。

人
材
確
保
と
時
代
に
合
わ

せ
た
設
備
の
確
保
が
必
要

渡
邊　

売
る
仕
組
み
は
出

来
た
が
、
売
れ
る
物
を
作

る
に
は
何
が
必
要
か
。
目

標
と
期
限
を
決
め
て
進
め

る
こ
と
を
強
く
望
む
。
商

社
の
製
造
部
門
も
必
要
で

は
な
い
か
。

業
者
が
抱
え
る
課
題
へ
の

対
応
が
必
要

町
長　

収
穫
・
加
工
現
場

の
人
材
確
保
に
は
、
マ
ル

チ
ワ
ー
ク
の
導
入
も
含
め

積
極
的
に
進
め
る
。

　

加
工
場
等
の
整
備
に
は

業
者
の
抱
え
る
課
題
を
し

っ
か
り
と
聞
き
、
補
助
事

業
も
活
用
し
課
題
解
決
に

向
け
て
進
め
る
。

渡
邊

渡
邊

渡
邊

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

渡邊重信議員
わた なべ しげ のぶ

▶
小
国
初
の
水
産
物
加
工
場
の

　

整
備
強
化
を

◀
二
次
産
業
に
も
っ
と
力
を

 　

入
れ
る
べ
き
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災害から学ぶべき

小関和好議員
こ せき かず よし

災
害
か
ら
何
を
学
ん
だ
か

小
関　

本
年
も
異
常
気
象

や
地
震
が
頻
発
し
、
各
地

で
被
害
を
も
た
ら
せ
て
い

る
。
本
町
も
昨
年
の
豪

雨
・
豪
雪
災
害
を
経
て
防

災
に
関
し
て
新
た
な
段
階

に
進
む
べ
き
と
考
え
る
。

　

昨
年
の
災
害
か
ら
の
課

題
に
対
し
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

る
。

　

災
害
時
の
対
応
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
を
聞
く
。

一
、
消
防
、
防
災
組
織
、

地
区
組
織
と
の
連
携
は

町
長　

昨
年
の
豪
雨
時
に

は
、
早
期
に
全
庁
的
な
災

害
対
策
組
織
を
立
ち
上
げ

た
。
状
況
に
応
じ
職
員
配

備
体
制
を
敷
き
、
被
害
状

況
の
把
握
、
各
防
災
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
、
応

急
応
対
の
連
絡
調
整
、
情

報
伝
達
に
努
め
た
。

　

消
防
関
係
組
織
や
自
主

防
災
組
織
が
共
同
で
、
現

場
対
応
や
避
難
誘
導
を
行

う
な
ど
、
連
携
は
図
ら
れ

て
い
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

二
、
避
難
所
の
開
設
と
高

齢
者
の
誘
導
は

町
長　

早
期
に
担
当
職
員

に
よ
り
避
難
所
を
開
設
さ

せ
た
。
高
齢
者
の
方
々
に

は
避
難
情
報
、
避
難
指
示

を
発
令
し
、
避
難
所
へ
の

誘
導
に
努
め
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
は
、
役
割
を

果
た
せ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

三
、
水
道
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
は

町
長　

山
形
市
、
南
陽
市
、

長
井
市
、
白
鷹
町
よ
り
給

水
車
と
職
員
の
派
遣
に
よ

る
給
水
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
給
水
車
ま
で
来
ら

れ
な
い
方
々
に
つ
い
て
は

職
員
が
水
の
配
布
を
行
っ

た
。

四
、
災
害
後
の
対
応
は

町
長　

簡
易
水
道
で
は
、

復
旧
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、

す
べ
て
の
簡
易
水
道
に
つ

い
て
点
検
を
行
っ
た
。

　

町
道
に
関
し
て
は
、
生

活
道
路
を
優
先
に
速
や
か

に
土
砂
の
撤
去
を
行
っ
た
。

五
、
今
後
の
課
題
は

町
長　

災
害
の
経
験
を
活

か
し
、
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
く
、
各
状
況
に
応
じ

た
実
施
計
画
や
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
て

い
く
。

小
関　

小
国
町
の
現
状
に

沿
っ
た
防
災
組
織
の
構
築

と
、
迂
回
路
と
し
て
重
要

で
あ
る
峠
道
路
の
整
備
は

早
急
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

町
長　

高
規
格
道
路
の
早

期
完
成
を
含
め
峠
の
整
備

も
要
望
し
て
い
く
。

小
関

小
関

町
長

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

町
長

町
長

小国町に安全神話はない（除雪センター裏）
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●JR米坂線の早期復旧を
●運休中の移動手段は

小林　嘉議員
こ ばやし よしみ

●
災
害
復
旧
を
第
一
義
に

　
小
林　

米
坂
線
に
つ
い
て

は
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧

を
第
一
義
に
考
え
る
べ
き

で
は
。

国
交
大
臣
や
J
R
東
日
本

新
潟
支
社
に
、
早
期
復
旧

の
要
望
活
動
を
し
て
い
る

町
長　

去
る
4
月
18
日
に

J
R
東
日
本
新
潟
支
社
長

が
来
庁
し
説
明
を
受
け
、

被
災
箇
所
は
山
形
県
で
68

箇
所
、
新
潟
県
で
44
箇
所
、

復
旧
経
費
は
86
億
円
、
工

期
は
着
工
か
ら
５
年
を
要

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
て

い
く
も
の
と
思
う
。

　

町
は
、
災
害
発
生
直
後

に
国
交
大
臣
に
早
期
復
旧

を
お
願
い
し
た
ほ
か
、
米

坂
線
期
成
同
盟
会
や
、
新

潟
・
山
形
両
県
及
び
関
係

市
町
村
長
で
、
J
R
新
潟

支
社
を
訪
問
し
早
期
復
旧

の
要
望
活
動
を
し
た
。

　

今
後
は
、
沿
線
住
民
の

声
を
届
け
、
利
用
促
進
な

ど
を
含
め
関
係
機
関
と
一

体
と
な
っ
て
、
J
R
や
国
、

県
な
ど
に
早
期
復
旧
を
要

望
し
て
い
く
。

　

私
見
で
あ
る
が
、
国
交

大
臣
は
「
災
害
復
旧
は
国

の
責
任
で
」
と
話
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
国
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

●
移
動
手
段
の
対
策
は

小
林　

町
民
の
移
動
手
段

や
利
便
性
確
保
の
た
め
の

対
策
は
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
の
か
。

バ
ス
代
行
輸
送
で
対
応

町
長　

現
在
、
J
R
で
バ

ス
代
行
輸
送
が
行
わ
れ
、

運
行
時
間
の
改
善
や
、
米

沢
駅
ま
で
の
直
通
便
の
設

定
な
ど
、
利
用
者
の
意
見

に
き
め
細
や
か
に
対
応
し
、

随
時
改
善
が
図
ら
れ
、
通

学
先
ま
で
送
迎
す
る
保
護

者
も
減
少
し
た
と
聞
い
て

い
る
。

　

米
坂
線
の
復
旧
要
望
と

共
に
、
代
行
輸
送
の
改
善

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
要

望
や
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
く
。

小
林

小
林

町
長

町
長

一 般 質 問

米坂線の早期復旧を
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石山久美子議員
いし やま く み こ

災
害
復
旧
作
業
の
進
捗
状

況
、
今
後
の
予
定
は

石
山　

昨
年
の
豪
雨
被
害

か
ら
10
カ
月
が
過
ぎ
た
。

　

作
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

交
付
金
を
活
用
し
、
計
画

的
に
進
め
る

町
長　

豪
雨
災
害
に
よ
る

農
地
・
農
業
施
設
の
被
害

は
三
百
五
箇
所
が
確
認
さ

れ
た
。
特
に
松
岡
頭
首
工

及
び
井
の
下
頭
首
工
に
か

か
わ
る
幹
線
用
水
路
等
の

被
災
で
、
被
害
規
模
が
大

き
い
。
農
業
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
よ
り
、
工
事
を

進
め
て
い
た
が
、
降
雪
時

期
と
重
な
り
、
今
年
度
に

事
業
を
繰
越
し
た
。

　

一
方
、
交
付
金
を
活
用

し
て
、
農
業
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
区
で
は
、

被
災
箇
所
が
百
箇
所
確
認

さ
れ
た
。

　

林
道
施
設
で
は
、
二
十

五
路
線
百
二
十
箇
所
で
被

害
が
確
認
さ
れ
た
。
規
模

の
大
き
い
林
道
田
沢
頭
峠

線
ほ
か
四
路
線
八
箇
所
は
、

国
の
災
害
復
旧
事
業
の
交

付
決
定
を
受
け
た
。
今
年

度
に
繰
越
し
5
月
10
日
に

工
事
を
発
注
し
た
。

災
害
発
生
当
時
、
住
民
へ

の
呼
び
か
け
は

石
山　

住
民
へ
の
避
難
の

呼
び
か
け
や
、
災
害
現
場

へ
の
確
認
作
業
は
ど
う

行
っ
た
の
か
。

適
切
に
対
応
し
た

町
長　

沖
庭
地
区
、
北
部

地
区
に
「
高
齢
者
等
避
難

情
報
」
を
発
令
し
、
避
難

所
を
開
設
し
た
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ラ
イ
ン
を
通
じ

て
呼
び
か
け
を
し
、
地
区

内
の
自
主
防
災
組
織
に
も

同
様
の
連
絡
を
し
た
。

　

大
雨
・
洪
水
警
報
が
発

表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
担

当
職
員
に
よ
り
各
地
区
の

状
況
把
握
や
警
戒
巡
視
を

行
い
、
関
連
情
報
の
収
集
、

伝
達
を
実
施
し
た
。

　
「
災
害
対
策
連
絡
会
議
」

を
立
ち
上
げ
、
各
課
第
三

次
配
備
体
制
を
敷
き
、
被

害
状
況
、
対
応
協
議
を
実

施
し
た
。

防
災
ラ
ジ
オ
は
活
用
さ
れ

た
の
か

石
山　

避
難
を
迅
速
に
促

す
た
め
に
も
防
災
ラ
ジ
オ

の
活
用
は
重
要
と
考
え
る

が
災
害
発
生
時
に
有
効
に

活
用
さ
れ
た
の
か
。

町
長　

防
災
ラ
ジ
オ
で
情

報
を
伝
達
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
操
作
に
不

慣
れ
な
高
齢
の
方
に
も
災

害
の
状
況
や
避
難
情
報
の

伝
達
が
行
わ
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

石
山

石
山

石
山

町
長

一 般 質 問

きめ細やかな情報提供を

通行止めになった梅花皮橋付近

整備中の「井の下幹線用水路」

町
長

町
長

災害への対応について



議 会 活 動

議
員
研
修
会

日
　
時　

令
和
５
年
５
月
22
日
（
月
）

会
　
場　

役
場
４
階　

大
会
議
室

講
　
師　

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会　

　
　
　
　

参
与
・
前
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

裕
樹　

氏

テ
ー
マ

「
地
方
議
会
の
現
状
と
今
後
の
対
応
、

議
会
は
言
論
の
府
」　

要
旨　

議
会
制
度
・
運
営
等
の
見
直
し
、
発
言

に
か
か
る
基
礎
知
識
等
、
議
会
議
員
に
求
め
ら

れ
て
い
る
課
題
や
役
割
を
再
認
識
す
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

議会の政策形成、立案能

力の向上のため、情報収

集分析の機会を数多く設

けることが大切。“間宮”

議会の活動をいかに町民

に伝えるか。まずは自分

の学びをしっかりしてい

きたい。“石山”

議員のなり手不足に対

して多様な層の住民が

議会に参画しやすくす

るための環境整備の必

要性を感じた。“柴田”

講師　武田　裕樹　氏
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議会活動の写真が少ないように感じま
した。小さな画像でもいいのであった
方が活動を理解しやすいと思います。

●子供たちの元気な様子が
伝わる大きな写真がよかった。

●表情が豊かでイキイキとし
ていて集まっていた人たちに
興味を持ちました。

バランスも良く読み
やすくなってきた。

以前に要望した「用語説明」など
も随所に入れていただき、提言が
少しでも役にたち嬉しく思います。

●小国高校生との意見交換会は関心を
持った。

●一般質問では、様々な角度から町政に
対する提言や課題を質していることに毎
回興味を持って読んでいます。

ご意見の
紹介

記事の写真はどうでしたか

表紙の写真について あなたが関心を持った記事は何ですか

全体の感想をお書きください

レイアウトは
　どうでしたか

15 小国町ぎかいだより■JULY.2023

議会広報モニター募集
議会広報誌「議会だより」に町民の方々のご意見をいただき、より身近に
分かりやすく、興味を持って読んでいただけるよう、モニター募集を行い
ます。
◆モニター依頼期間……令和5年10月号～令和7年2月号（6回分）
◆募 集 人 数……若干名
◆対　象　者……町内在住の方
◆申込み方法……氏名・住所・連絡先をご連絡下さい。
◆連　絡　先……議会事務局   TEL６２－２４４８　FAX６２－５４６４
　　　　　　　　gikai@town.oguni.yamagata.jp



議
会
に
対
し
て
の
ご
質
問
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局 

（
６
２
）２
４
４
８

次
は
9
月
定
例
会
で
す
。
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

小
国
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会
だ
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山
あ
い
の
緑
樹
が
日
増
し
に

夏
め
い
て
く
る
時
、
今
年
は
こ

の
夏
の
安
心
、
安
全
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
第
5
類
に
移
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
数
年
間
に

も
及
ぶ
そ
の
脅
威
か
ら
脱
出
す

る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
無

く
な
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
公

共
の
安
全
、
公
共
の
信
頼
を
保

障
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
、
議
員
一
同
、
新
体

制
の
も
と
最
善
の
議
会
で
あ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
、
皆
様
の
身

近
な
広
報
で
あ
る
よ
う
そ
の
役

割
に
努
め
「
町
民
の
声
」
を
反

映
し
て
い
け
る
活
動
を
心
が
け

て
い
き
ま
す
。

　
4
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

間
宮
（
記
）

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
安
部
　
春
美

広
聴
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
伊
藤
　
弘
行

副
委
員
長
　
石
山
久
美
子

委
　
　
員
　
柴
田
　
伸
也

間
宮
　
尚
江

小
関
　
和
好

遠
藤
　
和
彦

TOPICS    
INFORMATION

&
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Q
生
き
生
き
と
お
仕
事
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ご

自
身
の
支
え
は
何
で
す
か
？

A
犬
の
一
頭
、
一
頭
の
命
に

寄
り
添
い
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
る
時
、
犬
の
喜
び
や
、

飼
い
主
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会

え
る
こ
と
が
、
一
番
の
励
み

で
す
。

Q
開
業
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
が
、
ご
苦
労
は
あ
り
ま
し

た
か
？

A
言
葉
を
話
せ
な
い
犬
た
ち

を
預
か
る
責
任
は
重
大
で
、

店
の
年
数
と
と
も
に
シ
ニ
ア

犬
も
増
え
、
犬
の
体
調
変
化

に
は
気
を
配
り
ま
す
。

Q
お
も
に
犬
の
ト
リ
ミ
ン
グ

が
中
心
の
お
仕
事
で
す
か
？

A
ト
リ
ミ
ン
グ
中
心
で
す
。

様
々
な
犬
種
、
小
型
犬
ま
た

シ
ニ
ア
犬
も
多
く
い
る
の
で
、

ト
リ
ミ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

個
々
の
体
調
管
理
を
常
に
考

え
、
犬
に
触
れ
ま
す
。
病
気

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
よ

う
異
変
に
気
づ
い
て
、
飼
い

主
さ
ん
に
教
え
て
あ
げ
る
こ

と
も
、
大
切
な
仕
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ホ
テ

ル
も
営
業
し
て
い
ま
す
よ
。

Q
嬉
し
い
っ
て
思
う
時
は
、

ど
ん
な
時
で
し
ょ
う
か
？

A
開
業
当
時
、
小
学
生
だ
っ

た
子
ど
も
さ
ん
が
、
就
職
し

て
自
分
の
犬
の
送
迎
に
お
店

に
来
て
く
れ
た
こ
と
や
、
保

育
園
か
ら
高
校
生
へ
と
成
長

す
る
子
ど
も
達
の
姿
を
犬
の

成
長
と
一
緒
に
見
守
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
く

感
じ
ま
す
。

Q
愛
犬
と
の
別
れ
と
い
う
悲

し
い
時
も
あ
り
ま
す
よ
ね
？

A
お
店
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
命

に
寄
り
添
い
、
暮
ら
し
と
笑

顔
を
彩
る
」
で
す
。
飼
い
主

さ
ん
の
笑
顔
を
支
え
る
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
同
様
に
、

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
空

組
の
犬
た
ち
の
ご
家
族
に
も
、

い
い
思
い
出
と
し
て
、
一
緒

に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。

Q
う
れ
し
か
っ
た
言
葉
は
？

A
飼
い
主
さ
ん
か
ら
「
こ
の

お
店
が
、
小
国
に
あ
っ
て
く

れ
て
良
か
っ
た
！
」
と
言
っ

て
も
ら
え
た
こ
と
で
す
ね
。

Q
町
で
お
気
に
入
り
の
ス
ポ

ッ
ト
は
？

A
亡
く
な
っ
た
愛
犬
と
の
思

い
で
の
場
所
「
朴
木
峠
」
で

す
。

一
頭
、
一
頭
の
犬
と
、
そ
の

飼
い
主
さ
ん
へ
注
ぐ
深
い
愛

情
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責　

間
宮
）

夫
と
愛
犬
小
次
郎
と

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

氏
名　

鈴
木　

智
美

住
所　

小
国
町
大
字
小
坂
町

趣
味　

釣
り

　
　
　

消
防
グ
ッ
ズ
収
集

資
格

　

●
愛
玩
動
物
飼
養
管
理
者

　

●
ペ
ッ
ト
セ
ー
バ
ー

　

●
Ｊ
Ｋ
Ｃ
公
認
ト
リ
マ
ー

職
業　

　

Ｐ
ｅ
ｔ　

ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ　

　
「
ト
リ
ム
」　

オ
ー
ナ
ー

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

シャンプー中も

見つめ合う

智美さんとゆうち
ゃん

トリミングお待ち
中

と
も
み


